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研究成果の概要（和文）：本研究は、3軸加速度計（Active style Pro）を用いた活動評価の単位時間(epoch length)
と健康関連指標との関係を検討した上で、小学生の日常の中高強度活動(MVPA)と居住地域環境および親のMVPAとの相互
関連を検討することを目的とした。
健康関連指標との関係にepoch lengthによる違いはほとんど見られなかった。また、近隣の環境要因については、東京
都および相模原市あるいは京都市在住の小学生において、MVPAと近隣の環境要因に有意な関係が見られた。また、小学
生と母親あるいは父親のMVPAとの間に有意な関係は見られなかった。

研究成果の概要（英文）：The aim of the present study was to examine the effect of epoch length (60s and 
10s epochs) on the relationships between moderate-to-vigorous physical activity (MVPA) estimates using a 
triaxial accelerometer (Active style Pro) and health-related outcomes in children and adults. This study 
also examined the association between perceived neighborhood environment and physical activity for their 
parents among Japanese elementary school children.
There were similar relationships with health-related outcomes by epoch lengths in both children and 
adults. The perceived neighborhood environment and MVPA were correlated in children living in Tokyo and 
Sagamihara or Kyoto. On the other hand, children’s MVPA were not associated with maternal or paternal 
MVPA.
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１．研究開始当初の背景 
幼児・児童期は，生活習慣病予防や身体活

動の多い生活習慣の確立，身のこなしの習得
などの点で重要な時期と考えられており
（ National Association for Sport and 
Physical Education, 2009; Strong et al. 
2005），諸外国において，子どもの遊びなど，
日常生活全般の身体活動量の変動要因に関
する研究が盛んに行われている (de Vet et 
al. 2011)．しかし，日本の子どもの日常生
活全般の身体活動量との関係については，報
告数は限られている． 
これまで，日本人の幼児や成人を対象に，
歩数は，日常の中強度以上の身体活動量は評
価できるものの，高強度の活動については，
十分に捉えることができないことや，日常に
おける歩・走行以外の身体活動時間が歩・走
行活動の時間よりも多いことが報告されて
いる (Tanaka et al. 2009, 2013)．そのた
め，日常の身体活動量を推定する上で，歩・
走行以外の身体活動を評価することは重要
である．  
身体活動量を評価する際,加速度計が捉え
る単位時間(epoch length)によって，身体活
動量は影響される．歩・走行活動を評価する
加速度計を用いた研究によると，活動の強度
や年代によって，epoch length の影響は大き
く異なることが報告されている（Vale et al. 
2009, Edwardson ＆ Gorely, 2010）. さら
に，最近は，epoch length を決定する上で，
健康指標との相関からの報告がなされるよ
うになっている(Gabriel et al. 2010)．し
かし，歩・走行と歩・走行以外の身体活動時
間に区分した場合の epoch length の影響や
健康指標との相関は，小学生と成人，何れに
おいても未知である． 
小学生の子どもの歩数は，平日に比較し，
主に家庭で過ごす週末において，低下するこ
とが報告されている（足立ら 2007, 笹山ら 
2009）．従って，家庭・地域での過ごし方は
小学生の身体活動量にとって重要であると
言える．幼児では，諸外国とは生活環境の異
なる，日本独自の居住地域環境要因が報告さ
れている（田中ら 2011）．小学生は幼児と比
較し，行動範囲が広くなると考えられること
から，居住地域環境の影響は，さらに大きい
ことが予想される． 
 
２．研究の目的 
本研究は，歩・走行と歩・走行以外の身体

活動を評価するための方法を確立した上で，
居住地域環境および親の身体活動量との関
連を探り，小学生の身体活動量の増加にむけ
た手だてを明らかにし，今後の小学生の健康
増進の戦略づくりに寄与することを目的と
した． 
 

３．研究の方法 
小学生と成人の歩・走行と歩・走行以外の

身体活動を評価可能な 3軸加速度計（Active 

style Pro HJA-350IT，オムロンヘルスケア）
を用いて，epoch length をこの加速度計で設
定可能な 10 秒間値と 60 秒間値とし，1 週間
にわたる身体活動量を評価した(Hikihara et 
al.2014, Ohkawara et al. 2011)．そして，
各年代別に epoch length と健康指標との相
関を検討した． 
小学生の日常生活全般の身体活動量の変

動要因については，文化的・社会的背景の異
なる国内地域として，二大都市（首都圏：練
馬区，相模原市および近畿圏：京都市），地
方都市 (山口市) 在住の小学１～6 年生およ
び親子を対象とした．環境要因の検討は，国
際標準化身体活動質問紙環境尺度日本語版
（IPAQ 環境尺度日本語版）を用いた(Inoue 
et al. 2009)．小学生の日常生活全般の身体
活動量との関係を検討した．日常生活全般の
中高強度活動(MVPA: moderate-to-vigorous 
physical activity)と居住地域との関係は、
共分散分析を用いて，目的変数を MVPA，共変
量を性，年齢および肥満度，説明変数を居住
地域（東京都および相模原市，京都市，山口
市）として評価した．また，居住地域別の近
隣の環境要因との関係は，目的変数を MVPA，
共変量を性，年齢および肥満度，説明変数を
近隣の環境要因として評価した． 
更に，親子の 3軸加速度計を用いて評価し

た日常生活全般の身体活動量の関係は，順位
相関分析を用いて検討した．  
 

４．研究成果 
小学生および成人において，10 秒間値と 60
秒間値における各身体活動量の関係につい
て単相関係数を用いて検討した結果，何れの
年代においても，男女共にいずれも非常に強
かった。 
肥満の指標としての Body Mass Index と各
身体活動量の指標との関係を，偏相関係数を
用いて検討した．年齢を調整して検討した結
果，小学生では，男子の 10 秒間値における
高強度の走行時においてのみ，有意な負の相
関が見られたものの，その関係は非常に弱か
った．一方，成人においては，男女共に，い
くつかの身体活動量の指標と有意な負の相
関が見られたが，その関係は弱く，かつ，
epoch lengthによる違いはほとんどなかった。 
さらに，小学生では体力との関連を検討し
たが，中高強度あるいは高強度活動において，
女子では，筋持久力，全身持久力，敏捷性，
瞬発力および投力，男子では，筋持久力，全
身持久力，走力，瞬発力および投力などとの
間に，弱い相関が見られた．Epoch length に
よる違いは，男女ともほとんど見られなかっ
た．  
日常生活全般のMVPAと居住地域との関係を
検討した結果，東京都および相模原市在住の
児童は，山口市在住の児童に比較して、MVPA
の所要時間に有意な差は見られなかったも
のの，低い傾向が見られた． 
更に，小学生と母親あるいは父親の MVPA と



の関係は，有意な関係は見られなかった． 
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